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1.  平成26年4月期第1四半期の連結業績（平成25年5月1日～平成25年7月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年4月期第1四半期 39,305 18.9 3,504 22.4 3,322 24.4 2,024 8.0
25年4月期第1四半期 33,070 △0.8 2,864 △21.4 2,670 △23.4 1,875 △7.3

（注）包括利益 26年4月期第1四半期 641百万円 （△66.3％） 25年4月期第1四半期 1,904百万円 （△25.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年4月期第1四半期 34.04 ―
25年4月期第1四半期 31.53 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年4月期第1四半期 156,230 63,334 40.1
25年4月期 149,792 63,645 42.1
（参考） 自己資本   26年4月期第1四半期  62,694百万円 25年4月期  63,020百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
26年4月期（予想）につきましては、平成25年6月27日に公表いたしました「配当予想の修正に関するお知らせ」のとおり、期末配当に関しては、6社間の経営統
合を予定していることから現時点では未定であります。 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年4月期 ― 13.00 ― 16.00 29.00
26年4月期 ―
26年4月期（予想） 16.00 ― ― ―

3. 平成26年 4月期の連結業績予想（平成25年 5月 1日～平成26年 4月30日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 84,400 12.8 8,400 20.3 7,900 18.7 5,000 15.9 84.06
通期 187,700 20.0 18,700 30.3 17,600 27.8 11,000 27.2 184.94



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料4ページ「２.サマリー情報(注記事項)に関する事項(２)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 その他業績予想に関する事項については、四半期決算短信【添付資料】２ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情
報」をご覧ください。 
 
２．当社は平成24年12月25日に一建設株式会社、株式会社東栄住宅、株式会社アーネストワン、タクトホーム株式会社及びアイディホーム株式会社と「経営統
合に関する基本合意書」を締結し、平成25年6月27日に「統合契約書」を締結するとともに、「株式移転計画書」を共同で作成いたしました。詳細につきましては、
平成24年12月25日公表の「経営統合に関する基本合意書の締結について」及び平成25年6月27日公表の「共同持株会社設立に関する契約締結及び株式移転
計画書の作成について」をご覧ください。 
 なお、上記平成26年4月期の業績予想につきましては、現在の組織を前提に算定しております。 
 
３．当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりましたが、当第1四半期連結会計期間及び当
第1四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしました。 
 なお、比較を容易にするため、前第１四半期連結会計期間及び前第1四半期連結累計期間についても百万円単位に組替え表示しております。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  有
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年4月期1Q 59,479,534 株 25年4月期 60,000,000 株
② 期末自己株式数 26年4月期1Q 94 株 25年4月期 520,466 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年4月期1Q 59,479,488 株 25年4月期1Q 59,479,535 株
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当第１四半期連結累計期間における経済は、ユーロ圏においては中核国であるドイツやフランスのみ

ならず、債務問題を抱えるイタリアなどの景況感指数も上昇し、アメリカにおいても、2013年４～６月

期の実質ＧＤＰ（速報値）や、直近の経済指標において示されるように、景気が緩やかに拡大し成長が

加速しており、中国においても、緩やかなペースの景気回復となっています。 

 このような中、わが国の経済は、アベノミクスの経済対策効果が継続しており、消費者マインド向上

により個人消費が増加し、企業分野においても４～６月期の実質輸出の伸びが前期比＋3.6％に高ま

り、２四半期連続で増加し、輸出の回復の動きが鮮明となっており、設備投資は５四半期連続の前期比

マイナスとなったものの、マイナス幅は縮小し下げ止まりつつある等、景気は緩やかに持ち直してはい

ますが、今後所得回復が遅れてくると、個人消費の動きが鈍る可能性も否定できず、先行きが不透明な

面も残っています。 

  実質ＧＤＰ成長率は、平成25年４～６月期は＋0.9％と、３四半期連続でプラス成長となり、改めて

景気の緩やかな持ち直しが確認されました(平成25年９月９日内閣府発表「2013（平成25）年４～６月

期四半期別ＧＤＰ速報（２次速報値）」)。 

 このような国内外の経済環境の下、当社グループが位置する戸建分譲住宅業界においては、住宅ロー

ン金利の先高感、家計の景況感の改善、物件価格の先高観などを背景に、新築住宅着工戸数（分譲一戸

建）は、平成24年９月以降前年実績を上回り続けております。 

 このような環境下、当社グループは、引き続き用地仕入の厳選、建設単価の抑制及び早期販売の徹底

などを行うとともに、販売費及び一般管理費の節減にも努めてきました。 

この結果、戸建分譲住宅については、当第１四半期連結累計期間における決済棟数は、1,183棟とな

り、売上高は36,446百万円（前年同期比16.9％増）となりました。 

  分譲マンションにおいては、当第１四半期連結累計期間における決済戸数は、20戸となり、売上高は

981百万円（前年同期の販売実績はございません）となりました。 

 当第１四半期連結累計期間の売上高は、39,305百万円、営業利益は3,504百万円、経常利益は3,322百

万円、四半期純利益は2,024百万円となりました。 

 なお、前第１四半期連結累計期間との比較では、売上高は18.9％増加し、営業利益は22.4％、経常利

益は24.4％、四半期純利益においては8.0％と各々増益となりました。 

  

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて6,437百万円増加し、

156,230百万円となりました。これは主にたな卸資産が10,914百万円増加し、現金及び預金が2,326百万

円、投資有価証券が2,187百万円減少したことによるものであります。 

 負債は、前連結会計年度末に比べて6,748百万円増加し、92,895百万円となりました。これは主に、

短期借入金が6,638百万円、長期借入金が1,843百万円増加し、未払法人税等が1,876百万円減少したこ

とによるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べて310百万円減少し、63,334百万円となりました。これは自己株

式が296百万円、投資有価証券評価差額金が1,398百万円減少し、利益剰余金が776百万円増加したこと

によるものであります。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報
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 第１四半期連結会計期間の業績は予想通り推移しており、平成25年６月11日に公表いたしました業績

予想に変更はありません。 

 当社グループの売上高は、主たる事業である戸建分譲事業及びマンション分譲事業において、物件の

完成引渡が第４四半期会計期間に集中するため、著しく増加する傾向にあります。このため、各四半期

会計期間の業績に季節的変動があります。 

 なお、予期しない経済環境の変化などの様々な外部要因により連結業績は変動する可能性がありま

す。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。 

  なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

 （会計方針の変更） 

  税金費用については、前連結会計年度の四半期決算において年度決算と同様な方法により計算して

おりましたが、当第１四半期連結会計期間より、年度決算で見込まれる税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法に変更しておりま

す。 

 この変更は、当社及び連結子会社の四半期決算業務の一層の効率化を図り、四半期決算における迅

速性に対応するためであります。 

 なお、この変更による四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微であるため、遡及適用は行ってお

りません。 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 40,994 38,668

売掛金 10 13

営業貸付金及び営業未収金 17,044 15,292

たな卸資産 57,687 68,602

その他 3,501 5,266

貸倒引当金 △20 △22

流動資産合計 119,218 127,820

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,532 7,513

機械装置及び運搬具（純額） 86 80

土地 9,083 9,083

建設仮勘定 41 39

その他（純額） 1,007 1,004

有形固定資産合計 17,751 17,721

無形固定資産 225 221

投資その他の資産

投資有価証券 11,856 9,669

その他 844 901

貸倒引当金 △103 △103

投資その他の資産合計 12,597 10,467

固定資産合計 30,574 28,409

資産合計 149,792 156,230

負債の部

流動負債

支払手形、買掛金及び営業未払金 16,194 16,910

短期借入金 50,734 57,373

1年内償還予定の社債 300 300

未払法人税等 3,180 1,303

賞与引当金 365 175

その他 1,877 2,251

流動負債合計 72,653 78,315

固定負債

社債 450 450

長期借入金 8,600 10,444

退職給付引当金 467 487

保証工事引当金 39 49

その他 3,936 3,148

固定負債合計 13,494 14,580

負債合計 86,147 92,895
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年４月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年７月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,000 2,000

資本剰余金 3 3

利益剰余金 54,245 55,022

自己株式 △296 △0

株主資本合計 55,952 57,025

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,067 5,669

その他の包括利益累計額合計 7,067 5,669

少数株主持分 625 640

純資産合計 63,645 63,334

負債純資産合計 149,792 156,230
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第１四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年５月１日
至 平成24年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
至 平成25年７月31日)

売上高 33,070 39,305

売上原価 27,203 32,222

売上総利益 5,866 7,083

販売費及び一般管理費 3,002 3,578

営業利益 2,864 3,504

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 12 12

その他 18 16

営業外収益合計 31 30

営業外費用

支払利息 195 178

その他 30 34

営業外費用合計 225 212

経常利益 2,670 3,322

税金等調整前四半期純利益 2,670 3,322

法人税等 771 1,282

少数株主損益調整前四半期純利益 1,898 2,039

少数株主利益 23 14

四半期純利益 1,875 2,024
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四半期連結包括利益計算書
第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年５月１日
至 平成24年７月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年５月１日
至 平成25年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,898 2,039

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5 △1,398

その他の包括利益合計 5 △1,398

四半期包括利益 1,904 641

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,880 626

少数株主に係る四半期包括利益 23 14
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 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年５月１日 至 平成25年７月31日） 

  該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年５月１日  至  平成24年７月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

           （単位：百万円）

 
(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、分譲マンション事業、不動産賃

貸事業、江の島事業等の事業活動を含んでおります。 

２．セグメント利益は、営業利益を記載しております。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年５月１日  至  平成25年７月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

           （単位：百万円）

 
(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、分譲マンション事業、不動産賃

貸事業、江の島事業等の事業活動を含んでおります。 

２．セグメント利益は、営業利益を記載しております。 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

(固定資産に係る減損損失) 

該当事項はありません。 

  

(のれんの金額の重要な変動) 

重要性が乏しいため、記載を省略しております。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（セグメント情報等）

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額戸建分譲 

住宅事業
金融事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 31,716 497 32,214 856 33,070 ― 33,070

計 31,716 497 32,214 856 33,070 ― 33,070

セグメント利益 
又は損失（△）

2,717 169 2,887 △23 2,864 ― 2,864

報告セグメント
その他
(注)１

合計 調整額
四半期連結損益
計算書計上額戸建分譲 

住宅事業
金融事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 36,959 570 37,530 1,775 39,305 ― 39,305

計 36,959 570 37,530 1,775 39,305 ― 39,305

セグメント利益 3,336 74 3,410 93 3,504 ― 3,504
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 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年５月１日 至 平成25年７月31日） 

  該当事項はありません。 

  

戸建分譲住宅 

 
（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

４．補足情報

  販売の状況

区  分 売上棟数 売上高（百万円）

首 都 圏 876 29,066

そ の 他 307 7,379

合  計 1,183 36,446
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